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衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
君
提
出
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
護
法
制
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
等
の
雇
用
契
約
に
基
づ
か
な
い
就
労
（
以
下
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

は
、
実
態
と
し
て
雇
用
関
係
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
労
働
関
係
法
令
が
適
用
さ
れ
る
。

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
等
に
つ
い
て
は
、
仕
事
内
容
や
契
約
形
態
の
多
様
化
が
見
ら
れ
る
た
め
、
政
府
と
し
て
、
「
働
き
方
改
革

実
行
計
画
」
（
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
八
日
働
き
方
改
革
実
現
会
議
決
定
。
以
下
「
実
行
計
画
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま

え
、
ト
ラ
ブ
ル
の
実
態
等
を
把
握
し
た
上
で
、
法
的
保
護
の
必
要
性
を
含
め
、
中
長
期
的
に
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
何
ら
保
護
し
な
い
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
家
内
労
働
法
（
昭
和
四
十
五

年
法
律
第
六
十
号
）
は
、
家
内
労
働
者
（
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
内
労
働
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
委
託

者
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
委
託
者
を
い
う
。
）
と
の
間
で
雇
用
関
係
に
類
似
し
た
実
態
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
家
内
労

働
者
の
労
働
条
件
の
向
上
を
図
る
こ
と
等
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
等
に
つ
い
て
は
、
家
内
労
働
と
比
較
し
て
、
そ
の
就
業
形
態
等
が
多
様
で
あ
る
た
め
、
一
及
び
三
か
ら
五

一



ま
で
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
政
府
と
し
て
、
実
行
計
画
を
踏
ま
え
、
ト
ラ
ブ
ル
の
実
態
等
を
把
握
し
た
上
で
、
法
的

保
護
の
必
要
性
を
含
め
、
中
長
期
的
に
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

二


